いわ て 未来 づく り 機 構 平成 22 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 14:30~15:00 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ ィング [3 階 桂 ] 


次 第 
1 開会 
2 協議 事項 
ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 


① 
② ラウ ンド テー ブル 共同 代表 の 互選 に つい て 
③ 国 へ の 提言 に つい て 




































































































































































3 その 他 
4 閉会 
【 出 席 者 名 簿 】 
氏 名 所 属 
水 野 勝 美 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 、( 社 ) 岩 手 経 済 同友 会 代表 幹事 
藤 井 克己 | 岩手 大 学 学長 
達 増 拓 也 | 岩手 県 知事 
( 甘 竹 秀雄 ) 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) アマ タケ 相談 役 * 欠席 
谷村 邦久 盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 み ちの く コ カ ・ コ ー ラ ボトリング 帆 社 長 
「 村 慶久 岩手 県 立 大 学 学 長 









































いわ て 未来 づく り 機 構 平成 22 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 議事 録 ( 要 言 ) 


時 : 平成 22 年 5 月 25 ( 火 ) 14:30 て 15:00 
ロ ポ リタ ン 盛 岡 ニ ュー ウイ ング 3 階 「 桂 」 
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場所 : ホテ リ メ 

















進行 ) 岩手 銀行 取締 役 総合 企画 部 長 井沢 良治 
1 開会 





2 協議 事項 
① ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 変更 に つい て 
異議 な し 。 承認 
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② ラ ウン ド テ ー ブ プ ブル 協同 代表 の 互選 に つい て 


これ まで と 同様 に 、 共 同 代表 は 、 永 野 会 長 、 





長 、 達 増 知事 に お 願い する 。 
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③ 国 へ の 提言 に つい て 

(緊急 作業 部 会 の 大 平 座長 か ら 説明 ) 

提言 の 内 容 を 基本 的 に 承認 。 な お 、 以 下 の よ うな 議論 バ か あっ た 。 

【 永 野 会 長 】 

・ 提 言 の 内 容 に つい て は 、 基 本 的 に 異議 な し 。 科 学 技術 に よる 地域 イノ ベー ショ ン 施 策 は 
域 に と っ て 大 変 大 切 で ある 。 

・ 政 府 の 地域 主権 戦略 会 議 で は 、 地 域 主権 改革 の 理念 、 ひ も 付き 補助 金 の 一 括 交付 金 化 の 基本 
て され て いる が 、 財 源 が 不透明 で ある 点 が 気がかり 。 
・ 現 段階 で は 、 一 括 交 付 金 の 配分 基準 が は っ きり し て いな い 。 交付 金 は 、 地 方 の 生産 規模 に 応 
a 今後 の 具体 的 な 議論 で は 、 と も する と 都市 対地 方 と いう 
方 向 に も 発展 し か ね な い 。 
・ か つて の 三位一体 改革 の よう に 地方 財政 に 大 き な 影響 を 与え な いよ う 、 地 域 主権 改革 を 進め 
る た め に 財源 の 議論 が 不可 欠 で ある 。 
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【 進 行 】 
・ 提 言 の 内容 に つい て 、 財 源 の 配分 の 見 直し に つい て も 盛り 込ん で は いか が か 、 と いう 発言 が 
あっ た 。 

【 永 野 会 長 】 








・ 提 言 の 修 正 を 求め て も 今 す ぐ 対 応 で きる も の で な いこ と は 承知 し て いる 。 事務 局 に お いて は 
今回 の 議論 の 趣旨 を 本 ん だ うえ で 進め て いた だ きた い 。 
【 進 行 
・ そ の よう な 方 向 で 進め させ て いた だ く 。 
【 中 村 学 長 】 
・ 提 言 の 趣 旨 に は 異 存 な し 。 そ の 上 で お 聞き する が 、 こ の 提言 の 実現 の 見 通し 及び 他 の 地域 で 
も この よう な 提言 の 動き が ある か 伺い た い 。 


【 大 平 座長 】 
・ 今 回 の 提言 案 の と り ま と め 過 程 に お いて 、 文 部 科学 省 及 び 経 済 産業 省 と 意見 交換 を 実施 し た 
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が 、 そ こ で 明確 な 方 向 性 が 出 た わけ で は な い 。 一括 交付 金 の 具体 論 は これ か ら で あ り 、 補 助 金 
の どの 部 分 が 一 括 交付 金 化 され る か 不明 で ある が 、 地域 を 切り 捨て る 方 向 で は な いと 思う の で 、 
この タイ ミン グ で 提言 を 行う こと に 意味 が ある と 思わ れる 。 

・ 他 県 の 状況 に つい て 、 こ の よう な 個別 具体 的 な 提言 は 承知 し て いな い 。 な お 、 東 北 経済 連合 
会 で は 、 も う 少 し 綱紀 的 な 視点 で の 提言 を 行っ て いる 。 

【 永 野 会 長 】 

・ 地 域 主権 が 議論 され て いる この 時 期 に 、 提 言 を 行う こと は 意義 が ある 。 日 本 の 今後 の 生き 方 
と し て は 、 科 学 技術 な どの 新た な 生産 性 に 立脚 し て 生産 プロ グラ ム を 作成 すべ き で ある 。 

【 大 平 座長 】 
自足 で ある が 、 地 方 交付 税 、 一 括 変 付 金 に つい て は 、 全 国 知事 会 に お いて も 地方 自治 体 の 立 
場 か ら 主 張 を し て いる 。 今回 の 提言 は 、 い わ て 未来 づく り 機 構 と し て 「 学 」 の 立場 及び 「 産 業 
界 」 の 立場 か ら 行う も の で あり 、 地 方 自治 体 の 主張 と も 整合 性 を 図り な が ら 提 言 活動 を 行う も 
の で ある 。 





















































































































































































































































その 他 
特に な し 


閉会 


いわ て 未来 づく り 機構 


平成 22 年 度 総会 


日 時 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 15:00~17:15 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
4 階 「 メ トロ ボリ タン ホー ル 」 





次 第 
第 1 部 総 会 15:00~15:40 


開会 
2 共同 代表 あい さ つ 達 増 拓也 知 事 
3 議 
(1) 報告 事項 
ア ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 
イ 共同 代表 に つい て 
(2) 審議 事項 
ア 議案 第 1 号 平成 21 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 
※ 機 構 全体 十 各 作業 部 会 か ら 
イ 議案 第 2 号 平成 22 年 度 事業 計画 ( 案 ) に つい て 
4 閉会 


第 2 部 講 演 15 : 45~17 : 15 
日 本 生命 保険 相互 会 社 特別 顧問 
(前 経済 産業 省 事務 次 官 ) 北 畑 隆生 氏 
「 人 口 減少 を 克服 する 日 本 の 新 成長 戦略 と 地域 の 活性 化 」 


〇 会 員 交 流 会 17:30<19:00 4 階 「 メ トロ ポリ タン ホー ル 」 (会 費 : 5000 円 ) 


平成 2 2 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 総会 知事 あい さ つ 


平成 2 2 年度 いわ て 未来 づく り 機 構 総会 の 開催 に 当たり 、 ご あい さ つ を 申し 上 げ ま す 。 


皆様 に は 、 日 頃 か ら 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 活動 に 御 理解 と 御 協力 を 賜り 、 ま た 、 
本 日 は お 忙し い 中 、 御 列席 いた だ き 、 厚 く 御 礼 申 レ し 上げ ます 。 

さて 、 県 内 の 経済 情勢 は 、 日 本 銀行 盛岡 事務 所 が 5 月 に 発表 し た 岩手 県 金融 経済 概況 
に よる と 、「 上 厳し い 状 況 が 続い て いる が 、 製 造 業 を 中 心 に 持ち 直し て 」 お り 、 ま た 、 雇 
用 情勢 も 「 改 善 に 向け た 動き が 見 られ 始め て 」 お り 、 こ の よう な 景気 回 復 の 足取り を 確 
か な も の と し て いく た め 、 オ ー ル 岩手 の 総力 を 結集 し て 立ち 向かっ て いか な けれ ば な り 
ませ ん 。 


当 機構 の 取組 は 、 昨年 1 2 月 に 策定 し た 「 い わ て 県 民 計画 」 の 基本 と な る 地域 経営 の 
考え 方 、 す な わら 県 民 、 企 業 、N PO な ど 、 地域 を 構成 する あら ゆる 主体 が 総力 を 結集 
し て いく と いう 取組 を 先取 り し た も の で あり ます 。 また 、 鳩山 内 閣 の 新しい 公共 の 取組 
を 先取 り し た も の で も あり ます 。 

当 機構 で は 、 設立 か ら 2 年 間 、5 つの テー マ を 設定 し 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 議論 を 重 
ね 、 そ れ ぞ れ の 作業 部 会 で 様々 な 組織 の 参画 の も と 、 取 り 組 ん で 参り まし た 。 そ の 結果 、 
県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 へ の 参加 、 マ ー ケ ティ ング や 地域 人 材 の 育 
成 に 関す る シン ポジ ウム な どの 開催 、 さ ら に は 、 産学 官 連 携 へ の 支援 に 対す る 国 の 予算 
の あり 方 に つい て の 緊急 アピ ー ル を 行う な ど 、 着 実 な 成果 を 挙げ る こと が で きま し た 。 


本 年 度 も 、 地域 の 自立 と 活性 化 と いう 目標 に 向かっ て 、 組 織 を 超え て 議論 を 深め て い 
く と と も に 、 各 作業 部 会 に お いて 具体 的 な 実践 活動 を 行う と と も に 、 各 種 産 学 官 連携 事 
業 の 中 核 と な る プラ ッ ト ホ ー ム と し て の 役割 を 果たし て 参り た いと 考え て お り ま す 。 


本 日 の 総合 で は 、 こ の 1 年 間 の 当 機構 の 活動 実績 と 本 年 度 の 事業 計画 に つい て 御 審議 
いた だ く こ と と し て お り ま す 。 どう か 会 員 の 皆様 に お か れ ま し て も 、 各 作業 部 会 の 取組 
み 内 容 や 方 向 性 に つい て 、 積 極 的 な 御 意見 や 御 提案 を お 願い 申し 上 げ ます 。 


また 、 今 日 は 、 日 本 生命 保険 相互 会 社 の 特別 顧問 、 経済 産業 省 の 前 事務 次 官 北 畑 隆 
生 (きた ば た た か お ) 講師 を お 招き し 、 人口 減 少 を 克服 する 日 本 の 新 成長 戦略 と 地域 
の 活性 化 に つい て 御 講演 を いた だ きま す 。 日 本 全体 の 成長 戦略 も あり ます が 、 一 人 、 一 
地域 、 そ れ ぞ れ の 地域 資源 、 主体 性 を 生か し た 成長 戦略 を 持て る 時 代 に な っ て お り 、 ま 
た 、 そ うし な いと 花 開 か な い 時 代 に な っ て いま す 。 今後 の 岩手 の ある べき 姿 や 、 当 機構 
の 活動 の 方 向 性 に つい て 皆様 と 共に 考え て いき た いと 思っ て お り ま す 。 


経済 を は じ め と する 本 県 の 様々 な 困難 に 対し て 、 この 機構 の 活動 を 通じ て 、 多 く の 組 
織 が 智 惹 と 行動 力 を 結集 する こと に より 、 岩手 の 持つ 可能 性 を 確か な も の と し 、 新た な 
希望 へ と 変え て いく た め に 、 皆 様 の 当 機 構 の 活動 へ の 更 な る 御 協力 を お 願い 申 し 上 げ 、 
ご あい さ つ と いた し ます 。 


















































































































































































































































平成 22 年 5 月 25 日 





いわ て 未来 づく り 機 構 共同 代表 
岩手 県 知事 達 増 拓也 











平成 2 1 年度 実績 報告 


ON SE こ お い て は 、 総 会 を 開催 し 、 
ラウ ンド テー ブル を 3 回 、 作 業 部 会 を 延べ 3 0 回 、 さ ら に PO 主催 に よる 
講演 会 等 を 開催 する な ど 、 機 構 の 活動 を 充実 させ る こ 

一 方 、 機 構 の 趣旨 や 活動 内 容 に 関す る 会 員 や 県 民 へ の 一 層 の 周知 、 新 た な 会 
どの 課題 も 残っ た 。 
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1 事業 内 容 

(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 21 年 5 月 11 日 (月 ) 15 時 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 4 階 「 メ トロ ポリ タン ホー ル 」 
内 容 : 平成 21 年 度 事業 報告 ノ 平 成 22 年 度 事業 計画 ( 案 ) 
参加 者 : 約 100 名 





























(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 21 年 5 月 11 日 (月 ) 14 時 30 分 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 11 階 「 マ ー キ ュ リ ー」 
内 容 : ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 を 承認 し た 。 
参加 者 : 約 6 0 名 
② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 21 年 9 月 2 日 ( 水 ) 16 時 
場 所 : サン セー ル 成 岡 1 階 ダ イヤ モン ド 
内 容 : 各 作 業 部 会 か ら の 活動 状況 報告 と 県 の 「 新 し い 長 期 計画 ( 案 )」 に つい て 
意見 交換 し た 。 
参加 者 : 約 5 0 名 
③ 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 22 年 2 月 1 日 (月 ) 15 時 
場 所 : 盛岡 市 産学 官 連 携 研究 セン ター( コ ラボ M 1 U) 大 会 議 室 
内 容 : 産学 官 連携 の あり 方 な ど に つい て 意見 交換 し た 。 
参加 者 : 約 5 0 名 


























































































































(3) 作業 部 会 の 開催 状況 
5 つの 作業 部 会 が 、 そ れ ぞ れ テ ー マ を 設定 し 、 月 1 、 2 回 程度 、 部 会 を 開催 し て 
議論 を 進め て お り 、 そ の 内 容 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 場 で 報告 し た 。 
第 1 作業 部 会 : 一 次 産品 の 高 機能 化 (座長 : 岩手 銀行 法人 営業 部 松本 座長 ) 
8 回 開催 意欲 ある 生産 者 の 固まり づく り に 関す る 意見 交換 の 実施 
第 2 作業 部 会 : 産業 基盤 の 集積 と 強化 (座長 : 岩手 大 学 岩渕 教授 ) 
ー]1 一 















































6 回 開催 愛 ケ ー ス スタ ディ を 行い 、 ア クシ ョ ンプ ラン の 項目 を リス 
ト ア ッ プ 。 管 理 法人 、 コ ー デ ィ ネ ー タ の 課題 、 事 業 仕分 け へ の 対策 
に つい て 検討 。 文部 科学 省 の 産学 官 連携 拠点 形成 支援 事業 と 連携 す 
る コー ディ ネー ト 研 究 会 を 設置 
第 3 作業 部 会 : 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 (座長 : 岩手 県 大 平 政策 調査 監 ) 
6 回 開催 愛 マ ー ケ ティ ング セミ ナー、 ブ ラン ド に 関す る 意見 交換 
第 4 作業 部 会 : 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 (座長 : 岩手 大 学 後藤 教授 ) 
7 回 開催 き 農 林 分 野 の 人 材 育 成 ア ン ケ ー ト 、 人 材 育成 シン ポジ ウム 
第 5 作業 部 会 : 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 (座長 : 岩手 県 立 大 学 佐藤 教授 ) 
3 回 開催 倒 岩 手 社 会 福祉 協議 会 な どか ら の 事例 報告 














































































































(4) 事務 局 体制 の 状況 
① 平成 20 年 5 月 19 日 か ら 岩 手 県 民 情 報 交 流 セ ンタ ー (アイ ー ナ ) 3 階 に 事務 局 を 
開設 し 、 平 成 21 年 度 は 職員 2 名 が 常駐 。 
② 平成 20 年 7 月 1 日 より 機構 専用 の ホー ムペ ー ジ を 開設 し 、 運 用 。 
公開 用 : http://iwatemirai. com/ 
会 員 専 用 : http://iwatemirai. com/xoops/ 
③ ラウ ンド テー ブル の 報告 を 中 心 に 、 機 関 紙 「 い わ て 未来 づく り 機 構 だ より 」 第 5 
て 7 号 を 発行 。 
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2 主要 な 成果 (関係 部 会 の 順に 記載 
① GAP 導 入 セ ミナ ー お よび G AP 指導 員 養 成 研修 会 の 開催 
岩手 銀行 で は 農業 者 の 販路 拡大 に つなげ る た め 、 機 構 の 第 1 作業 部 会 に 参加 し て い 
る 意欲 的 な 生産 者 な ど を 対象 に 、 い わ ば 農業 版 の IT SO で ある GAP (Good 
Agricultural Practice) に 関す る セミ ナー を 開催 し た 。 ま た 、 セ ミナ ー 参 加 者 等 を 対 
象 に 、 実 際 に 各 農 場 に お いて G AP 導入 の 実務 を 行う G AP 指導員 を 養成 する 研修 会 
を 開催 し た 。 
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② 「 産 学 官 連携 戦略 展開 事業 (産学 宜 連 携 戦略 展開 プロ グラ ム ) 産学 官 連携 拠点 」 の 採 
択 

文部 科学 省 と 経済 産業 省 が 、 地 域 の 特長 や 強み を 活か し 、 地 域 産業 の 競争 力 強 化 や 
新 産業 創出 に よる 産業 構造 改革 な ど を 目指 し て 産学 官 連携 活動 が 行わ れる 拠点 (地域 
中 核 産学 官軍 携 拠点 ) を 支援 する 「 産 学 官 連携 拠点 」 に 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 ・ 
岩手 大 学 ・ 岩 手 県 の 三 者 が 連名 で 応募 し 、 採 択 さ れ た 。 機 構 は 、 調 整 機関 と し て 事務 
局 機能 を 担 う 。 
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③ 地域 プラ ン ナ ー と の 連携 に に よる “も の づく り コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 ” の 活動 
産学 官 連携 拠点 (地域 中 核 産学 官 連携 拠点 ) の 採択 を 受け 、 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セ 
ンタ ー に 配置 され た 地域 プラ ン ナ ー と 連携 し て 、 北 上 川 流域 を 中 心 と する エリ ア の コ 
ー デ ィ ネ ー タ 、 イ ン キ ュ ベ ーション マネ ー ジ ャ 等 を 「 も の づく り コ ー デ ィ ネ キー ト 研 究 
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会 」 と し て 組織 化し 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 か ら 研 究 開発 、 実 用 化 、 事業 化 ま で の シー ム 
レス な 活動 が 展開 可能 な 体制 を 構築 し た 。 

な お 、 同 研究 会 は 、 岩 手 大 学 が 文部 科学 省 か ら の 補助 事業 と し て 実施 する イノ ベー 
ショ ン シ ス テム 整備 事業 「 大 学 等 産学 官 連 携 自 立 化 促進 プロ グラ ム (コー ディ ネー タ 
支援 型 ) 」 に お いて 「 岩 手 大 学 も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 会 議 」 と し て 継承 発展 
させ る 。 









































④ 地元 就職 応援 ! 地域 企業 説明 会 (企業 説明 & 就 職 セ ミナ ー) の 開催 
平成 21 年 5 月 16 日 と 平成 22 年 1 月 14 日 の 2 回 、 地 元 就職 を 指向 する 学生 と 、 厳 
し い 経 営 状 況 の 中 に あっ て も 優秀 な 人 材 の 確保 を 目指 す 地元 企業 の ニー ズ を マッ チン 
グ さ せる こと で 、 学 生 の 地元 で の 就職 を 支援 する と と も に 、 地 域 の 将来 を 担う 産業 人 
材 の 確保 に つなげ る た め 地 域 企 業 説明 会 を 開催 し た 。 企業 32 社 、 学 生 62 名 の 参加 が 
あっ た 。 
































⑥ 工場 見 学会 の 開催 

平成 21 年 9 月 28 日 、12 月 25 日 、 平 成 22 年 3 月 9 日 の 計 3 回 、 地 域 企 業 の 人 材 確 
保 の た め の 緊 急 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 工場 見 学会 を 開催 し た 。 
見 学 し た 企業 は 、 株 式 会 社 新興 製作 所 、TDK 一 MCC 株 式 会 社 、 関 東 自動 車 工業 
株 式 会 社 、 ア イシ ン 東 北 株 式 会 社 等 6 社 で あり 、 延 べ 67 名 の 学生 が 参加 し た 。 





















































⑥ モノ づく り ヒ ト づ くり セミ ナー 
平成 2 2 年 1 月 2 2 日 ( 金 )、「 プ ラ ザ お で っ て 」 会 議 室 に お いて 、 ト ヨタ 自動 車 OB 

の HY 人 財 育 成 研究 所 所 長 肌 附 安 明 氏 を 講師 に 迎え 「 明 日 の モノ づく り と 人 財 育 
成 」 を テー マ に 講演 会 を 開催 。 機 構 会 員 な ど 4 0 名 が 参加 し た 。 日 本 の 産業 ・ 技 術 の 
将来 動向 と それ に 関わ る ビジ ネス チャ ンス 、 人 づく り の ポイ ント に つい て 講演 。 





























⑦ 買う な ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 
機構 が 公募 し た 「 買 うな らい わ て の も の 」 の ロゴ マー ク を デザ イン し た 帳 を 作成 し 、 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 が 100 枚 購入 する な ど 計 179 枚 の 購入 を あっ せん 。 
・ 県 で は 知事 記者 会 見 バッ ク パ ネル に 採用 。 
・ 機 構 ホ ー ム ペー ジ に 「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 コ ー ナ ー を 設置 。( 別 添 資料 参照 ) 
・ ロ ゴマ ー ク 使用 、 帳 提供 イベ ント 
アネックス カワ トク で 買う な ら 周 手 の も の 運動 関連 イベ ント 「 い わ て の 食 財 
お いし いも の 再発 見 」 を 開催 。 5/27~6/2、 同 「 食 彩る さと 逸品 祭 」: 10/21 
~27 
アイ ー ナ 3 階 いわ て 希望 プラ ザ に 岩手 の モノ 紹介 コー ナー を 設置 













































































⑧ 岩手 大 学 フ ェ ア 
岩手 大 学 が 研究 開発 に 協力 し た 食品 や 工芸 品 を 東京 で 販売 する 「 岩 手 大 学 フ ェ ア 」 
( 当 機構 共催 ) を 平成 21 年 6 月 12 て 14 日 まで 銀座 「 い わ て 銀河 プラ ザ 」 で 開催 。 買 
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うな ら 岩 手 の も の 帳 の 提供 な ど 販 促 活 動 を 行っ た 。 








⑨ 黄金 の 國 い わ て フェ ア へ の 参加 (買う な ら 岩 手 の も の パネ ル 展 示 ・ 職 員 派 遣 ) 
平成 21 年 11 月 12 日 ( 木 ) て 15 日 (日 )、 イ オン レイ クタ ウン (埼玉 県 越谷 市 ) に 
お いて 、「 黄 金 の 國 い わ て フェ ア 」( 許 催 : 同 実行 委員 会 ) が 開催 され 、「 買 うな ら 岩 手 
の も の 」 運動 の 周知 を 行っ た 。 




















⑩ マー ケティング セミ ナー の 開催 

平成 22 年 3 月 16 日 、 ア イー ナ キ ャ ン パ ス 学 習 室 1 に お いて 、「 岩 手 ブ ラン ド の 国内 
外 展 開 」 を 作業 部 会 の 主催 に より 開催 、 農 業 、 菓 子 製造 業 、 サ ービス 業 の 方 な ど 約 50 
名 が 参加 。 

株 式 会 社 メ ディ アク ルー の 立 柳 伸 グ ルー プ マ ネー ジャ ー、 株 式 会 社 ホ ッ プ ス 工 藤 昌 
代 代 表 取 締 役 が イン ター ネッ ト 通 販 に お ける 手順 や 課題 、 売 上 デップ な どの ノウ ハウ 
に 関し て 講演 し た 。 





















































⑪ 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 シ ン ポ ジウ ム 
平成 22 年 3 月 17 日 ( 水 ) 午後 2 時 か ら 岩 手 大 学 総合 教育 研究 棟 (教育 系 ) 1 階 北 桐 
ホー ル に て 開催 し 、 地 方 自治 体 や NPO 団体 、 企 業 等 か ら 約 100 名 が 参加 し た 。DAB ア 
グリ 研究 所 長 ・ 岩 手 大 学名 誉 教授 の 木村 伸 男 氏 が 「 地 域 力 を 支え る 人 材 の 育成 二 い わ 
て フロ ンティア スク ー ル の 事例 を 中 心 と し て 一 」 と 題し て 基調 講演 を 行い 、 続 いて 、 
第 4 作業 部 会 が 実施 し た 「 人 材 育成 アン ケー ト 」 の 結果 報告 と 、 そ れ に 基づく 「 人 材 
育成 情報 デー タベース 」 構築 に 関す る 説明 を 座長 の 後藤 尚 人 岩手 大 学 教授 が 行っ た 。 
最後 に 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育成 と は 」 と 題し て パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン を 行い 閉会 
し た 。 パ ネリ スト 、 コ メン テー タ 、 モ デレ ー タ は 、 以 下 の と お り 。 
・ パ ネリ スト 紫波 町 経営 支援 部 企画 課 協 働 支援 室 主事 高橋 哲也 氏 
一 関 工業 高等 専門 学校 教授 明石 尚之 氏 
和 同 産業 株 式 会 社 執 行 役員 環境 事業 部 部 長 林 俊 春 氏 
株 式 会 社 惣 兵衛 代表 取締 役 畠山 さゆ り 氏 
・ コ メン テー タ DAB アグ リ 研 究 所 長 木村 伸 男 氏 
・ モ デレ ー タ いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 座長 
央 手 大 学 教育 総合 セン ター 教育 評価 ・ 改 善 部 門 長 後藤 尚 人 































































































































































































⑫ 人 材 育成 デー タベース 
「 地 域 力 を 文 え る 人 材 育 成 に 関す る アン ケー ト 」 を 地方 自治 体 、 高 等 教育 機関 、NPO、 
商工 会 議 所 、 農 協 な ど を 対象 に 実施 し 、 各 機関 等 が 実施 し て いる 人 材 育成 プロ グラ ム 
(各種 研修 等 ) の 情報 を 収集 、 デ ー タ ベー ス 化 し 、 イ ンタ ーネット 上 に 公開 し た 。 
スキ ル ア デップ を 目指 す 人 の 支援 や 各 機 関 等 が 実施 する 各種 研修 等 の マッ チン グ ( 共 
同 実施 ) な ど を 目指 す 。 















































⑬ 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 
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ラウ ンド テー ブル か ら の 提言 を 受け 、 平 成 20 年 11 月 に 設立 され た 県 民 総 参加 型 の 
地域 医療 体制 づく り を 県 民 運 動 的 に 取り 組ん で いく | 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 
医療 推進 会 議 」 に 継続 し て 参加 。 




















⑭ 緊急 作業 部 会 の 立ち 上 げ 
昨年 末 に 行わ れ た 国 の 事業 仕分 け に お いて は 、 地 域 科 学 技術 振興 ・ 産 学 官 連携 事業 
は 、「 小 さ な 事 業 規模 で は 成果 が 生ま れ な い 」、「 国 立 大 学 は 地域 振興 の た め だ け に ある 
わけ で な い 」 な ど と の 意見 か ら 廃止 と いう 評価 が な され 、 文 部 科学 省 の 都市 エリ ア 産 
学 官 連携 促進 事業 や 科学 技術 振興 機構 の シー ズ 発 掘 試験 な ど 地域 の 研究 開発 事業 に 大 
き な 影 響 が ボ 生 じ て い る 。 また 、 本 機構 が 調整 機関 と な っ て 21 年 度 に 採択 され た 「 産 学 
官 連携 拠 点 の 形成 支援 」 事 業 に つい て も 、H22 年 度 か ら は 廃止 され た 。 
この よう な こと か ら 、 第 3 回 テラ ウン ド テ ー ブ プル で は 緊急 アピ ー ル を 行う と と も に 、 
緊急 作業 部 会 (地域 科学 技術 振興 作業 部 会 ) を 新た に 設置 し 、 文部 科学 省 (研究 環境 ・ 
産学 連携 課長 他 ) 、 経 済 産業 省 (大 学 連携 推進 課長 、 立 地 環 境 整 備 課長 他 ) と 意見 
交換 を 行っ た ( 別 添 資料 : 国 へ の 提言 の と お り ) 。 







































































⑮ 後援 
黄金 の 園 い わ て フェ ア 、 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 講 演 会 、 岩 手 大 学 フ ェ ア 、 い わ て 県 
民 計画 の 策定 に 関す る アイ ディ ア 募 集 ほか 











平成 22 年 度 事業 計画 


1 基本 的 考え 方 
平成 22 年 度 は 、 い わ て 未来 づく り 機 構 の 設立 3 年 目 を 迎え る 。 3 年 を 目処 に 県 民 所 
得 の 向上 に 道筋 を 見 出す こと を 活動 の 目的 と し て きた こと か ら 、 特 に 第 1 て 第 3 作業 
部 会 に 関わ る テー マ に つい て は 、 機 構 の 活動 と その 成果 を 具体 的 に 県 民 に 示し て いく 。 
また 、 組 織 の 改革 や 新規 会 員 の 募集 な ど を 柔軟 に 行い 、 よ り 実 効 性 の 高い 組織 と し 
て いく こと に より 、 機 構 に 対す る 信頼 性 を 高め て いく 。 



















































































2 事業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 
内 容 : H21 事業 の 実績 報告 、H22 事業 計画 の 承認 
ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 報告 等 
(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
開催 回 数 : 年 3 回 程度 
[第 1 回 
開催 日 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 
内 容 : ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 の 承認 等 
[第 2 回 以降 ] 
開催 日 : 9 月 、12 月 (予定) 
内 容 : 作業 部 会 の 検討 状況 の 報告 と 意見 交換 、 緊 急 課 題 へ の 提言 等 
(3) 作業 部 会 の 開催 
第 1 作業 部 会 (一 次 産品 の 高 機能 化 ) 
・ 立 ち 上 げた 「 意 欲 的 な 生産 者 の 固まり 」 の モデ ル の フォ ロー を 実施 
・ 同 モデ ル の 仕組 み の 他 へ の 伝播 の 検討 
・ 地 元 産 野菜 の 生産 地 加工 割合 を 高め る た め の 方 策 検討 、 課 題 の 検証 
・ 研 究 機関 や 農業 、 食 品 企業 な どの 集積 地 で ある 「 フ ー ド バレ ー」 に 関す る 
調査 
第 2 作業 部 会 (産業 基盤 の 集積 と 強化 ) 
・ ア クシ ョ ンプ ラン の 精査 と 実施 
・ 支 援 策 の 一 元 的 管理 (HP) 
・ 支 援 項 目 で 欠け て いる 施策 の 立ち 上 げ 
・ 工 場 見 学会 の 実施 
・ 地 元 就職 応援 ! 地域 企業 セミ ナー の 開催 
・ 講 習 会 、 セ ミナ ー 等 の 実施 
第 3 作業 部 会 (岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 ) 
「 岩 手 ブ ラン ド の 国内 外 展 開 」 の 提言 を 行う 。 
・ 具 体 的 な 実践 活動 と し て 、 岩 手 ブ ラン ド の 浸透 三 岩手 ファ ン を 増やす た め の 
取組 
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(4) 


(5) 


岩手 ブラ ンド 情報 マネ ジメント の 実践 
(岩手 の イイ モノ 紹介 、 ネ ッ ト ビ ジネス 普及 セミ ナー) 
岩手 ブラ ンド 個別 戦略 (機能 性 を 持つ 食品 等 に 着目 ) し た 実践 活動 
第 4 作業 部 会 (地域 力 を 支え る 人 材 育 成 ) 
・ 人 材 育成 情報 デー タベース の 更新 
・ 県 内 地方 自治 体 が 行う 人 材 育 成 プ ログ ラム へ の 支援 
・ 県 内 地方 自治 体 等 に 対す る 人 材 育成 プロ グラ ム の 先進 事例 紹介 
・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム で 構想 し て いる 「 地 域 リ ー ダ ー 育 成 プ ログ 
ラム 」 に つい て 、 必 要 と され る 地域 リー ダー 像 の 検討 と 提案 
第 5 作業 部 会 (医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 ) 
・ 安 心して 暮らせ る 地域 社会 の 実現 に 向け 、 地 域 に お ける 医療 機関 、 福 祉 施 
設 等 の 連携 の 仕組 み を 検討 
・ 医 療 と 福祉 サー ビス の 提供 、 適 切な 医療 、 リ ハビ リ 、 介 護 の 組合 せな ど に 
つい て 仕組 み づ く り を 検討 
・ 県 立 大 学 で 構想 中 の 「 県 民 の シン クタ ンク 」 と の 連動 を 検討 































































































各種 事業 の 実施 








・ 提 言 活動 (「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創出 」 に つい て の 国 へ の 提言 等 ) 
・ 産 学 官 連 携 事業 に 係る プラ ッ ト ホ ー ム (調整 機関 ) と し て の 役割 

・ 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 
・ 各 種 事 業 へ の 提案 、 応 募 (シン ポジ ウム な ど ) 
































他 機 関 と の 連携 








・ 岩 手 大学 フ ェ ア (6/23~25 : いわ て 銀河 プラ ザ ) の 共催 及び 共同 実施 
・ 会 員 機関 の 実施 する 事業 へ の 後援 
・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 、 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 


(6) 


(7) 


(8) 














な ど と の 協 働 





・ 黄 金 の 國 い わ て フェ ア (10/21 て 25 : 埼玉 県 越谷 市 イオ ン レ イク タウ ン ) へ の 参 





加 
会 員 間 ネッ トワ ー ク の 強化 

・ 会 員 限 定 ホ ー ム ペー ジ を 作業 部 会 等 の 意見 交換 の 場 と し て 活用 

・ 会 員 か ら の 情報 提供 に よる 情報 共有 の 場 と し て 活用 

広報 及び 啓発 活動 

・ 機 構 だ より の 発行 (継続 ) 

・ ホ ー ム ペー ジ を 活用 し 、 広 く 県 民 に 情報 を 発信 (継続 ) 

・ 地 域 SNS や Twitter な ど に よる 口コミ 情報 の 利用 

新規 会 員 の 獲得 

機構 の 趣旨 と 利点 を 理解 し て いた だ き 、 よ り 多 く の セ クタ ー を は じ め 、 個 々 の 
企業 か ら の 参加 が 得 ら れる よう に 勧誘 活動 を 行う 。 
















































































いわ て 未来 づく り 機 構 平成 22 年 度 総会 議事 録 ( 要 計 ) 


場所 : ホテ リ メ ト ロ ポ リタ ン 盛 岡 ニュ ー 


議長 ) 岩手 銀行 常務 取締 役 


1 開会 


・ 知 事 よ り 挨 拶 











共同 代表 あい さ つ 


齋 膝 牙 


































































































時 : 平成 22 有朋 











E5 月 25 
イン グ 4 階 「 メ ト 

















( 火 ) 15:00 て 17:30 
ロボ ポリ タン ホー ル 」 










































































































































































3 議 
(1) 報告 事項 
・1 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 玉 山 哲 盛 岡 商工 会 議 所 副 会 頭 と 元 持 勝 利 ( 社 ) 岩手 経済 
同友 会 副 代表 幹事 の 退任 が 正式 に 承認 され 、 新 た に 谷村 邦久 みち の く コ カコ ー ラ ボトリング 
帆 社 長 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 ) と 中 村 慶 久 岩手 県 立 大 学 学長 が ラウ ンド テー ブル メン バー 
と し て 承認 され た こと を 報告 。 
・ 谷 村 社 長 、 中 村 学 長 よ り 挨 拶 
・ ま た 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 共同 代表 に つい て 、 2 年間 の 任期 満了 に 伴い 、 会 則 に より 改め 
て メン バー で 互選 し た と ころ 、 こ れ ま で の 共同 代表 で ある 永野 会 長 、 藤 井 学長 、 達 増 知事 の 
3 人 が 再任 され た こと を 報告 。 
(2) 審議 事項 
ア 第 1 号 議 案 平成 2 1 年 度 事業 報告 に つい て 
イ 第 2 号 議案 平成 2 2 年 度 事業 計画 ( 案 ) に つい て 
(事務 局 岩手 大 学 小野 寺 教 授 か ら 一 括 し て 説明 ) 
( 各 作 業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 に つい て 、 第 1 作業 部 会 松本 座長 、 第 2 作業 部 会 岩 
渕 座長 、 第 3 作業 部 会 大 平 座長 、 第 4 作業 部 会 後藤 座長 、 第 5 作業 部 会 佐藤 座長 、 
緊急 作業 部 会 大 平 座長 か ら 説明 ) 
(3) 質疑 等 
第 1 作業 部 会 に つい て 
【 永 野 会 長 】 
一 次 産品 の 高 機能 化 に 関し て 、 第 1 作業 部 会 の よう な 捉え 方 で は 事態 を 和 小 化し て いる の で 








お 願い し た い 。 


お ける 1 




















格 変動 、 気 修 変 






































展 の カギ は 、 大 規模 農業 と 農 商 工 連 携 で や る と 
助 に 対応 

















6 
2 ブ 。 
し た リス ク ヘ ッ ジ な ど 、 大 き な 視 点 で の 議論 




















